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今回のテーマ 

学 園 祭 

学 生 支 援 活動追跡隊！

学生生活を 
豊かにする 
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園
祭
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在
り
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大
学
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、学
園
祭

学
園
祭
の
在
り
方 

学
部
祭
を
柱
に
し
た「
学
園
祭
」

学
生
生
活
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
た
め
に

一
万
余
り
も
あ
る
島
々
の

多
彩
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
熱
帯
の
国

学
生
た
ち
が
企
画
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
で
賑
わ
う
学
園
祭
は
、大
学
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。長
崎
大
学
も
昭
和
２４
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、こ
の
秋
も
３６
回
目

の「
学
園
祭
」が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
学
園
祭
は
な
ぜ
行
わ
れ
る
の
で

し
ょ
う
。長
崎
大
学
で
は
、「
学
園
祭
の
在
り

方
」を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

１
学
生
や
教
職
員
と
い
う
大
学
構
成
員

の
研
究
活
動
・
文
化
活
動
・
課
外
活
動

の
成
果
を
学
内
外
に
発
表
・
表
現
す
る

場
で
あ
る
。

２
学
生
が
成
果
の
発
表
や
学
園
祭
実
施

の
自
主
的
活
動
を
通
じ
て
人
間
形
成
を

す
る
場
で
あ
る
。

３
学
生
・
教
職
員
の
参
加
を
通
し
て
相

互
の
交
流
を
深
め
、
大
学
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
創
造
す
る
場
で
あ
る
。

４
大
学
の
教
育
研
究
の
成
果
や
施
設
を

地
域
社
会
に
公
開
し
、
地
域
住
民
と
の

交
流
を
深
め
る
場
で
あ
る
。

学
生
に
と
っ

て
有
意
義
な
経

験
の
場
と
な
る

は
ず
の
学
園
祭

で
す
が
、残
念

な
が
ら
近
年
で

は
全
国
的
に
学

生
の
参
加
が
減

少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

現
在
の「
学
園
祭
」は
学
園
祭
運
営
委
員

会
と
各
学
部
祭
の
実
行
委
員
会
を
中
心
に

企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。よ
り
多
く
の

学
生
が
参
加
で
き
る
も
の
を
め
ざ
し
た
催
し

は
、研
究
の
発
表
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、音
楽

会
、展
示
会
、バ
ザ
ー
な
ど
多
彩
で
す
。さ
ら

に
各
サ
ー
ク
ル
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
を

行
い
学
園
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

学
園
祭
の
催
し
を
企
画
し
た
り
、運
営
に

携
わ
る
こ
と
で
、学
生
は
も
の
ご
と
を
創
造

し
実
践
す
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
す
。ま
た
、学
部
を
越
え
た
仲
間
や
地
域

の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、学
生

生
活
を
よ
り
豊
か
に
で
き
る
い
い
機
会
に
も

な
り
ま
す
。

輝
く
学
生
生
活
の
た
め
に
、も
っ
と
積
極

的
に
学
園
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

世
界
的
に
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地
バ
リ
島
を

擁
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
あ
る
ジ
ャ
ワ
島
を
は
じ
め
ス
マ
ト
ラ
島
、

カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
な
ど
、
イ
ン
ド
洋
と
太
平

洋
の
間
に
散
在
す
る
島
々
か
ら
な
る
熱
帯
の

国
で
す
。「
島
の
数
は
一
万
余
り
。
人
口
は

ジ
ャ
ワ
島
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
島
々
に
は

風
習
の
異
な
る
少
数
民
族
も
多
く
、
各
地
に

個
性
的
な
伝
統
芸
能
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
多
彩
な
文
化
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
」。

４
年
前
、
海
洋
学
を
学
ぶ
た
め
来
日
し
た

ア
イ
ダ
さ
ん
は
、
ジ
ャ
ワ
島
東
部
に
あ
る
ブ

ラ
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
大
学
水
産
学
部
の
講
師
で
す
。
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去る11月18
～20日に行

なわれた学
園祭。 

企画・運営の
中心となった

 

各祭実行委
員会のメン

バーもおおい
に奮闘。 

例年にも増
して盛り上が

りました。 

学部間の絆
を深めて、 

感動満載、
学園祭！ 

  
 

 

 

 

「
世
界
的
に
海
洋
の
環
境
の
変
化
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
学
ぶ
た
め
に
長
崎
大

学
へ
来
ま
し
た
。現
在
、海
面
温
度
と
魚
の
生

態
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
」。

そ
ん
な
ア
イ
ダ
さ
ん
の
お
国
自
慢
は
、
海

の
美
し
さ
で
す
。
各
地
に
美
し
い
海
岸
が
あ

り
、
ブ
ナ
ケ
ン
と
い
う
世
界
的
に
有
名
な
ダ

イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

島
々
の
自
然
は
豊
か
で
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
熱

帯
雨
林
に
は
ゾ
ウ
や
ト
ラ
が
生
息
す
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
動
物
た
ち
が
い
る
そ
う
で
す
。

「
豊
か
な
森
を
持
つ
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
に
は

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
。
バ
リ
島
近
く
の
島
に
は

コ
モ
ド
ト
カ
ゲ
な
ど
、
そ
の
地
域
に
し
か
い

な
い
貴
重
な
動
物
も
い
ま
す
」。

乾
季
と
雨
季
の
ふ
た
つ
の
季
節
が
あ
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
。
雨
季
の
雨
の
降
り
方
は
相
当

な
も
の
で
、「
日
本
人
が
、
今
日
の
雨
は
ひ

ど
い
ね
、
と
言
う
よ
う
な
雨
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
は
普
通
。
そ
れ
が
何
日
も
続
き
ま
す
。

近
頃
は
、
森
林
の
過
度
な
伐
採
に
よ
る
洪
水

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
」。

こ
の
春
、
留
学
を
終
え
故
郷
の
大
学
に
も

ど
る
ア
イ
ダ
さ
ん
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も

今
の
研
究
を
引
き
続
き
行
い
た
い
。
そ
し
て

子
供
た
ち
を
相
手
に
環
境
を
守
る
た
め
の
活

動
を
何
か
は
じ
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

経済祭代表
長畑 大作
（経済学部３年）

メインイベントの
お笑いコンビ「ザブングル」
によるライブは大盛況でした。
来年、誕生から半世紀を迎
える経済祭。節目にふさわ
しい大物ゲストがやってく

ることは間違い
ありません�

工学祭代表
古賀まり子
（工学部３年）

学園祭企画：学長とのしゃべり場（学長と学生の懇談会）

多くの人のおかげで
無事に終えることができま
した。学部そして全体が協力し
て学園祭を盛り上げるという
素晴らしさを学び、充実
した時間を過ごせて
良かったです。

薬学祭代表
筒井 翔一
（薬学部３年）

工学祭実行委員会は、
工学部を盛り上げようという
目標を掲げて活動しています。
まだ２年目の団体ですが
来年も目標達成に向け、
今回の経験を活かして
頑張りたいです。

長大祭代表
四辻 正文
（経済学部３年）

学園祭運営の魅力は
“人との繋がり”です。

一人の力では成せない大きなも
のを作り上げることができ

ます。今後もより多くの長大生、
地域の皆様を巻き込むもの
を作っていきたいです。

鴻洋祭代表
田森はる香
（水産学部３年）

教育祭代代表表
平平野野 雅之
（教育学部２年）

水族館やタッチプール
では、熱心に見入る方やサ

メやナマコを触って歓声を上げ
る方などおおいに楽しんでいた
だき、頑張って準備した甲斐が
ありました。自信につながると
同時に、後輩たちにとっても
励みになりました。

教育祭は、
運営委員の人数が少な

く準備がたいへんでした
が、仲間や先輩、他学部
祭委員など多くの方々に
助けられ、人の絆の大切
さを感じました。感謝
しています。

この上ない達成感を
味わえ、大切な仲間を得る

ことができ、本当に良かったと
思います。環境祭は環境を
考える機会のひとつです。
来年も後輩たちに大いに
期待しています。

歯学部祭代表
中藤 信也
（歯学部４年）

歯学部に対する
関心と口腔への理解
を深めてもらおうとさ
まざまな催しを行ないま
した。困難なことも周囲
の協力で無事に乗り切る
ことができ、ひと回り
成長したような気が
しています。

環境祭代表
小川 多絵
（環境科学部

３年）
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